
平成 30 年度第 5 回名水会定例委員会 議事録 

開催日時：平成 30 年９月 9月号日 (日)１０：００～１２：００ 

開催場所：東大泉地区区民館地下会議室３号 

出席者;14名 

議事録作成：小島 周一 

 

発議者 内容 
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根津副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭、共栄会副委員長より打ち水会参加のお礼があったことが報告された。 

 

7月 19日練馬区役所防災計画課へ出向き、災害時の行動計画について打合せをした。 

出席者は防災計画課係長、担当所員と馬場委員長。 

会議の前段、「大泉名水会」のあらましについて委員長より説明させていただいた。 

その後、災害発生時の対応につき練馬区側から、被災した貯水槽はひび割れ等で水質

が変化している可能性がある為、水質検査の結果出るまで飲料水としての応急給水

の実施は不可。 

生活用水としての支給は可能という見解が示された。 

後日防災計画課長が所員を伴い事務所を訪れ、所員および委員長から施設概要につ

いての説明を受けた。 

 

練馬区より提示された災害発生後、応急給水活動までの流れを示した書面は委員会

の同意を受け「大泉名水会」事務所前に掲示することとした。 

 

恒例の非常用電源装置操作訓練については、10月 21日 AM11：30より行う事になった。

委員会の同意を受け、訓練には共栄会有志も参加することとなった。 

 

事務所内のセキュリティ対策並びに北東斜面階段補修工事については、それぞれ合い

見積もりを基に次回委員会で発注,施工先を決定することとした。 

 

     

                               以上 

 

 



 


